















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































点における溝口の長廻しは、後の作品に見られるような特有の「実存的な重さ」を示してはおらず、むしろ物語の効率的な展開 貢献しているのだといえる。また、つけ加えるなら、英語圏の形式的な映画分析にしばしば見られる、ショットの数や時間的な持続を物理的にカウントするような行為に っては、ロング・テイクがそれぞれの作品内において果たす固有 役割を正確にとらえることはできない だともいいう 。　
さらに、原作では殺人容疑者の白糸と検事代理の欣弥が法廷で劇的な再会を果たすのであるが、映画はそこにワン・




















































































































































































































































































































































するために、大志を抱 て田舎から出てきてはみたものの、生活に行き詰まり、神田明神で自殺しようとす 宗吉をお千が拾って、熊澤の家へ同居させたことになっている。そのため 出会いのシークェンスでまず一度、また煎餅の盗み喰いをからかわれ 直後にもう一度、都合二度も、神田明神という同じ状況下で宗吉が自殺を試み、しかも二度ともお千によって救われたことになる（一見すると、煎餅 起因する宗吉の剃刀自殺がフィルムの上で二度くり えし映されているようにも錯覚さ るが 二人 衣装が明らかに変えられてい ことから察して、映画における宗吉は二度自殺未遂を犯したのだろうと理解するほかはない
（。
さらに、キリハラが指摘するとおり、故郷に残してきた母親の様子をいわば大過去








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































たそのような ほとんどサスペンスフルといってもよい視覚的な仕掛けを、溝口はまったく利用せず、 『裏窓』的な「窓越しの窃視」など 原作にはまったく描かれてはいなかったかのように、宗吉が盗み食いを咎められるシークェンスをさも平凡に処理 てしまう。つまり、原作にあった視覚的 形象のみならず、視線によって生まれる意味やドラマを、映画こそがことごとく削ってしまっているのだといえるのである。　

































































































































































































































































































































































めに、宗吉がそれを用いて自殺を試みるさまが描かれるのである。したがって、作品から「眉」を削ぎ落とした溝口の演出は、いくらラスト・シーンでお千に剃刀を握らせ、また過去を想起して錯乱状態に陥るお千の様子 ディゾルブで描いてみても ささか原作の勘所を外しているのだというほ はない。　
つまり、原作では核心に置かれていた視覚的な形象をあえて削り、視線の交錯がもたらすドラマをも作中から排除しよ































































前掲拙論参照。谷 は『春琴抄 関し 、 「もし自分であれを映畫化するとすれば、目を突いて盲目になつてしまつてからの
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